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地区 学年 教科等 テーマ 内　容 参考事項（講師・教材等）

1 秦野市 年長 健康
「防災教育で話
を聞いて」

　幼児防災教育で講師の方から地震、火事、台風などの災害時の避難の仕方や気を付ける
ことを、映像や講話を通して教えていただいた。大きな地震で建物が揺れたり、地割れを
したり、台風で窓ガラスが割れたりする映像を真剣な表情で見ていた。初めて見る映像に
驚いていた子もいたが、正しい避難の仕方を知らないと命を落としてしまうこともあると
いうことを理解したようだった。「小学校に行っても忘れないようにしよう！」という声
も聞かれ、自分の命を自分で守ろうとする意識をもつことができた。

2 秦野市 年長 健康
コロナウイルス
感染症から自分
を守る

　コロナウイルス感染症予防のため、マスクをつけていても密を避けること、手洗いをこ
まめに行うこと、食事中は黙食をするが、どうしても話すときは口に手を添えて小さな声
で話すなど繰り返し伝えてきた。子どもたちは自分の身は自分で守らなくてはならないこ
とを少しずつ理解し、考えて行動するようになってきた。遊びの中では密になってしまう
ことが多いが、生活の中では椅子の間隔を開けるよう子どもたち同士で伝え合う姿が見ら
れた。このような状況下で新しい生活様式にすぐ適応し、制限ある中で園生活をを楽しむ
姿が見られた。

3 秦野市 幼複合 健康
防災教育「命を
守る」

　秦野市防災課による防災教室を実施。保護者対象の講話は災害時の情報収集やハザード
マップの見方、避難指示の対応、大根地区の地形と危険個所の周知等から知識を深める時
間になった。幼児対象の講話は、洪水や崖崩れ等自然災害の恐ろしさや命を守るための行
動の仕方を動画から学んだ。真剣な表情で見ていた幼児。いつ起こるかわからない災害に
対し、大人の指示や判断が必要不可欠である。
　昨年に続き２度目の講話だが、繰り返し実施することで、教師や保護者が防災意識を高
め、命を守る行動について共に考え合うことが大切であり、幼児の防災意識の向上へ繋が
るよう、今後も取り組んでいきたい。

講師は秦野市防災課

動画と配布資料による
講話
（参考資料）
「災害に備えるため
に」

令和３年度　いのちの授業　事例集（幼稚園こども園）【健康】



4 秦野市 幼複合 健康 歯科巡回指導

　感染対策を取りながら歯科衛生士による巡回指導を受けた。今年度は歯みがきのテス
ターを使った練習は出来なかったが、歯科衛生士の話を聞いた。歯の模型を見ながら、６
歳臼歯は一番奥に生えてくる歯であること、おじいちゃんおばあちゃんになるまで使う歯
であること、ずっと使う大切な歯は虫歯にしないことが大事であることなどを教わった。
６歳臼歯の特別な磨き方も教わり、磨き方できれいに保てることを知った。家で磨く時に
思い出して磨くことを伝えた。翌日に「お母さんにはなした」「じょうずに磨けたよ」と
伝えてくる姿がみられた。コロナ禍でやれることを実施し、子ども達の学びにつなげて
いった。巡回指導を受けていつまでもきれいな歯で、おいしく食べられるためにはどうし
たらよいか考えたり、歯を大にしようという気持ちが芽生えるきっかけとなった。

講師
秦野市歯科衛生

5 大磯町 幼複合 健康
避難訓練（地
震）

　町の防災無線を聞いて各自避難行動（ダンゴムシのポーズ）をとり、自分の身を守る。
毎月行っている避難訓練で身を守る行動が見に付いてきており、皆、落ち着いて行動する
ことができた。今後も様々な訓練を重ね、火災や不審者などいざという時の状況にあった
対応ができるよう指導していく必要がある。

町の幼保小中一斉避難
訓練に参加

6 大磯町 年長 健康 米つくり

　地域の農家の方に稲をわけて頂き、年長児が中心となって米つくりを行った。（園内に
ミニ田んぼをつくり稲を育てた。）毎日のように稲の成長を楽しみに世話をすることがで
きた。米の収穫時には、JAの方を招いて精米作業の実演を見ることができた。毎日食卓に
上がるごはんが約半年間かかって出来ることや水をあげたり害虫から守ったりするなど細
やかな工程を経て米が出来上がることを知り、お米の大切さを感じ取ることができた。ま
た、みんなでおにぎりを作って食べたことで食育にもつながっている。

地域の農家の方
JA職員

7 小田原市 年中 健康
からだをたいせ
つに

「おへそにきいてごらん」の絵本を読み聞かせした後、へその役割やへその緒について、
またいのちのつながりと家族の大切さ、体の様々な部位について話をした。
体にあるいろいろな部位とその働きにも興味をもち、子どもたちの知っていることがたく
さんあげられた。体の部位はどれもが大切であることについて感じることができた。

絵本
からだのえほん３
「おへそにきいてごら
ん」あかね書房

8 南足柄市 年中 健康
いのちの誕生の
瞬間を感じる

　誕生会の中で、カバの赤ちゃんが生まれる絵本を読む。カバのお母さん、出産が近づく
と心臓の鼓動が速くなり、息が荒くなり、そして赤ちゃんが生まれる。この流れをじっと
見て、聞いていた。
　「お母さん苦しそうだったね。」「元気に生まれてよかったね。」「僕のお母さんもそ
うだったのかな？」など、それぞれに感じたことを言う。



9 南足柄市 年長 健康
大切なうさぎの
バニラちゃん

　毎朝、飼育当番として世話をしていたうさぎが、ある日、突然けがをしていた。「え？
足のところから血が出てる？」「お腹いたいの？」「鼻血じゃないの？」と気にして声を
かける。「明日幼稚園に来て死んじゃってたらどうしよう。」と心配をしながら、悲しむ
声が挙がる。病院に連れて行くと、大事には至らず、薬が処方されたことを子どもたちに
伝えると、「良かった。」「うさぎって薬飲めるんだ！」「早く良くなってね！」と優し
くうさぎに声をかけ、年少児や家の人に出来事を伝える姿があった。この事をきっかけ
に、毎朝、より一生懸命に世話をする子どもたちの姿が見られた。子どもたちにとって、
世話をすることを通して、命の大切さを改めて考えさせられた瞬間であった。

10 中井町 年長 健康
「頑張る種」命
を大切に力強く
生きる心を育む

　５歳児に進級した子ども達と「振り返りの会」で「年長になってやりたいこと」をマッ
プ化すると、たくさんの取り組みたいことや頑張りたいことが出てきた。「どうしてみん
なはそんなに頑張れるんだろう？」という保育教諭の問いに「年長さんになったから」
「できることを増やしたい」など様々な意見が出てきた。その中で「頑張る種をもらった
から」と言った友だちの言葉に、クラスの子ども達が「そうだね」と納得していた。子ど
も達にどういうことなのかを聞くと「産まれた時に、小さな頑張る種をお母さんからも
らっていて、誕生日が来るたびにその種が少しずつ大きくなった。そして年長さんにな
り、その頑張る種のおかげで色々なことに挑戦したいという頑張る気持ちが持てるように
なった」ということだった。自分が大きくなっていることや成長と共に出来るようになっ
たことなど、それぞれの理由を自分たちなりに理解しようとしていた姿だった。

11 大井町 年中 健康
食の大切さを知
る

　５月に給食センターに見学に行き、そこで三大栄養素について子どもたちにわかりやす
く教えてもった。そこで、園でも給食時に栄養について考えていけるように環境作りを
行った。子どもたちに献立を伝えていくと「（ご飯）黄色！」「（魚）赤！」というよう
に、どれも成長に大事な食べ物であるということを理解できるようになってきた。苦手な
食材も体を作るために大切だということがわかり、残さず食べるようになった。引き続き
食を通して自分の健康に関心をもてるように、子どもと共に考えていきたい。

12 湯河原町 年中 健康
コロナウイル
スってなあに？

　コロナウイルスが流行するなかで入園した年中児は、何故マスクや消毒をするのかなど
の理解が漠然としていた。そこで、「コロナウイルスって何？」という担任の問いかけか
ら考えていった。目に見えないウイルスであること、熱や咳が出て、治るまでずっと寝て
いなければいけない、お年寄りや病気の人に移ると命が危ないことがあることも伝えた。
怖さを知った幼児の気持ちを受け止めつつ、「約束」として①手洗い②人がたくさんいる
所には行かない③早寝早起き朝ごはんの３点を子どもたちと約束した。また、不安な気持
ちがある時は我慢をせずに何でも話してよいことも伝えた。「約束」で自分だけでなく周
りの人たちをウイルスから守ることができることを知った。また、体だけでなく、心も健
康でなければいけないことも幼児なりに理解を深めた。


